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～机のレイアウトはいつもと違う円型に～
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スカイグループ（江田島町鷲部）
～今だからこそ！江田島市まちづくり出前講座の活用で，
防災や詐欺，熱中症のことについて改めて考えました～

高下サロン（能美町高田）

～マスクの着用とソーシャルディスタンスで,「久
しぶりじゃのぉ」～

もも組（江田島町切串）
～これまでの活動のダイジェストをビッグシアターで鑑賞～

公式LINE 江田島市社会福祉協議会

Twitter 江田島市社会福祉協議会

Facebook 江田島市社会福祉協議会
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２
０
１
９
年
度
は
，
年
末
か
ら
中
国
の
湖

北
省
武
漢
市
で
発
生
し
た
，
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
全
世
界
へ
の
感
染
拡
大
に
よ

り
，
本
会
に
お
い
て
も
年
明
け
か
ら
は
，
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
，
一
部
の
行
事
を
中
止

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す

が
，
組
織
内
に
お
い
て
は
，
人
口
減
少
・
少

子
高
齢
化
・
地
域
住
民
の
繋
が
り
の
希
薄
化

に
伴
う
，
生
活
困
窮
を
始
め
と
し
た
複
合
的

な
問
題
に
対
応
す
る
た
め
，
く
ら
し
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
・
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

及
び
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
を
生
活
福
祉
係
と

し
て
一
つ
に
ま
と
め
，
連
携
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
，
江
田
島
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
本
会
職
員
３
名
を
派
遣
さ
せ
る
こ
と

で
，
行
政
と
の
連
携
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

（
※
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
今
回
の
理
事
会
及
び
評
議
員
会
は
、
江
田

島
市
社
協
定
款
第
15
条
に
基
づ
き
、
「
議
会
の
省
略
」
に
よ
り
書
面
に
よ
る
同
意
を
求

め
、
決
議
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
，
「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現

に
向
け
て
、
地
域
住
民
・
行
政
及
び
関
係
機

関
と
連
携
し
，
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
事
業

を
展
開
し
ま
し
た
。

　

な
お
，
法
人
経
営
に
つ
い
て
は
，

２
０
１
７
年
度
・
２
０
１
８
年
度
と
２
年
連

続
で
赤
字
決
算
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
，
業

務
見
直
し
等
に
よ
り
２
０
１
９
年
度
は
黒
字

決
算
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
１
９
年
度
事
業
報
告
と

２
０
１
９
年
度
事
業
報
告
と

　

決
算
が
６
月
２
日
の
理
事
会
（
※
）
、

　

決
算
が
６
月
２
日
の
理
事
会
（
※
）
、

��
６
月
６
月
1818
日
の
評
議
員
会
（
※
）
で　

日
の
評
議
員
会
（
※
）
で　

��

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
報
告
の
概
要

一般会計資金収支計算書 単位：千円

科　　　　目 予算額 決算額 科　　　　目 予算額 決算額

収
入
の
部

会費収入 2,348 1,870

支
出
の
部

人件費支出 352,071 351,003寄付金収入 27,807 27,618
経常経費補助金収入 46,175 46,197 事業費支出 52,985 51,095受託金収入 41,835 42,290
貸付事業収入 3,000 1,488 事務費支出 55,081 46,608事業収入 7,445 7,352
介護保険収入 291,401 290,665 就労支援事業支出 11,000 8,455
　居宅介護支援事業 64,345 59,819 貸付事業支出 3,000 1,258
　訪問介護事業 46,798 46,328 助成金支出 4,884 4,782
　通所介護事業 129,780 128,763 負担金支出 50 47
　福祉用具貸与事業 50,478 55,755 その他の支出 189 188

事業活動支出計 479,260 463,436
就労支援事業収入 11,000 8,593 固定資産取得支出 38,937 13,957
障害者福祉サービス等事業収入 55,510 55,170 ファイナンス・リース債務の返済支出 872 870
受取利息配当金収入 133 29 施設整備等支出計 39,809 14,827
その他の収入 14,171 15,081 基金積立資産支出 27 1
　事業活動収入計 500,825 496,353 積立資産支出 27,014 26,903
施設整備等補助金収入 636 636 事業区分繰入金支出 8,274 6,622
　　施設整備等収入計 636 636

拠点区分・サービス区分繰入金支出 19,035 18,946　　積立資産取崩収入 44,000 10,000
事業区分間繰入金収入 8,274 6,622
拠点区分・サービス区分間繰入金収入 19,035 18,945 その他の活動による支出 3,809 3,750
その他の活動による収入 2,230 3,610 その他の活動支出計 58,159 56,222
　　その他の活動収入計 73,539 39,177 予備費支出 341 0
　　　当期収入計 575,000 536,166 　　当期支出計 577,569 534,485
前期末支払資金残高 160,323 160,324 当期末支払資金残高 157,754 162,005

合　　　　計 735,323 696,490 合　　　　計 735,323 696,490
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基
本
方
針

　

我
が
国
に
お
い
て
は
，
少
子
高
齢
化
や

急
速
に
進
む
人
口
減
少
な
ど
の
人
口
動
態

の
変
化
に
伴
い
，
人
と
人
の
絆
や
地
域
の

つ
な
が
り
が
希
薄
化
す
る
な
ど
，
地
域
社

会
や
家
族
の
あ
り
方
が
大
き
く
変
容
し
，

社
会
的
孤
立
や
子
ど
も
の
貧
困
な
ど
，
福

祉
課
題
が
複
雑
化
，
深
刻
化
し
，
多
様
な

生
活
課
題
を
抱
え
な
が
ら
も
，
従
来
の
福

祉
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
で
は
支
援
が
困
難
な

ケ
ー
ス
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
，
江
田
島
市
で
は
，
令
和

元
年
８
月
に
令
和
元
年
か
ら
５
カ
年
を
計

画
期
間
と
し
た
「
第
３
次
江
田
島
市
地
域

福
祉
計
画
」
が
「
“
お
互
い
さ
ま
”
で
つ

な
が
る　

新
た
な
え
た
じ
ま
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
（
一
人
ひ
と
り
が
自
分
ら
し
く
輝
き

共
に
生
き
る
ま
ち
・
江
田
島
）
」
を
基
本

理
念
と
し
て
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
で
は
，
こ
の
計
画
に
沿
っ
た
第
４

次
地
域
福
祉
活
動
計
画
を
策
定
し
，
制

度
・
分
野
ご
と
の
「
縦
割
り
」
や
「
支
え

手
」
「
受
け
手
」
と
い
う
関
係
を
超
え
て
，

地
域
住
民
や
地
域
の
多
様
な
主
体
が
「
我

が
事
」
と
し
て
参
画
し
，
人
と
人
，
人
と

資
源
が
世
代
や
分
野
を
超
え
て
「
丸
ご

と
」
つ
な
が
り
，
お
互
い
に
支
え
合
い
な

が
ら
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
「
地
域
共
生

社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
ず
，
地
域
福
祉
事
業
で
は
，
各
種
相

談
体
制
を
強
化
し
，
断
ら
な
い
相
談
支

援
・
参
加
支
援
（
社
会
と
の
つ
な
が
り
や

参
加
の
支
援
）
・
地
域
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
お
け
る
ケ
ア
・
支
え
合
う
関
係
性
の
育

成
支
援
を
進
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
，
各
種
介
護
保
険
事
業
・
障
が

い
者
支
援
事
業
に
お
い
て
は
，
介
護
人
材

不
足
等
の
様
々
な
課
題
を
「
医
療
・
福

祉
・
介
護
分
野
に
お
け
る
人
材
育
成
事
業

に
関
す
る
包
括
連
携
協
定
」
等
に
よ
り
地

域
の
他
事
業
所
等
と
連
携
し
な
が
ら
，
地

域
の
社
会
資
源
と
し
て
，
全
職
員
の
資
質

向
上
を
図
り
，
利
用
者
本
位
の
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
目
指
し
ま
す
。

　

そ
し
て
，
「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
の

実
現
に
向
け
て
行
政
と
の
連
携
を
強
化
し
，

住
民
参
加
・
協
働
に
よ
る
地
域
の
福
祉

ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
事
業
を
展
開
し
て
い
き

ま
す
。

　

以
上
を
基
本
方
針
と
し
て
，
役
職
員
一

丸
と
な
っ
て
一
層
の
地
域
福
祉
の
増
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

２
０
２
０
年
度
事
業
計
画
と
予
算
が

２
０
２
０
年
度
事
業
計
画
と
予
算
が

３
月
３
月
1313
日
の
理
事
会
で
同
意
、
３
月

日
の
理
事
会
で
同
意
、
３
月
3030
日
の
日
の

��

評
議
員
会
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

評
議
員
会
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
計
画
の
概
要

一般会計予算の事業内訳

単位：千円

会計区分 予算額
社会福祉事業 537,312
法人運営事業拠点 84,879
法人運営事業サービス 78,107
施設管理事業サービス 540
退職金積立事業 6,232

地域福祉事業拠点 47,550
権利擁護センター事業サービス 25,866
ボランティアセンター事業サービス 1,279
地域福祉活動推進事業サービス 7,894
安心生活創造推進事業サービス 1,996
生活支援体制整備事業サービス 1,223
共同募金配分金事業サービス 4,204
無料職業紹介事業サービス 5,088

会計区分 予算額
在宅福祉事業拠点 404,883

障がい者生活支援センター事業サービス 19,491
自立支援センター事業サービス 98,274
介護保険通所介護事業サービス 193,221
障がい者日中一時支援事業サービス 1,238
介護保険訪問介護事業サービス 59,043
障がい者居宅介護事業サービス 9,316
生活困窮者自立支援事業サービス 15,000
資金貸付事業サービス 8,800
生活福祉資金貸付事務サービス 500

公益事業 139,448
居宅介護支援事業サービス 82,009
福祉用具貸与事業サービス 57,439

合　　　　　　計 676,760

一般会計予算の内訳
一般会計収入の部

6億7676万0000円

前期末支払資金残高
160,098千円

その他の活動による収入
2,361千円

積立資産
取崩収入
1,600千円

会費・寄付金収入
3,148千円

経常経費補助金収入
44,409千円

受託金収入
38,212千円

事業収入
7,541千円

負担金収入
17,350千円

介護保険収入
299,810千円

障害福祉サービス等
事業収入
56,901千円

拠点区分間・
サービス区分間
繰入金収入
29,658千円

受取利息配当金
・その他の収入
1,672千円 就労支援事業収入

11,000千円

貸付事業収入
3,000千円

一般会計支出の部

6億7676万0000円

当期末支払資金残高
160,098千円

予備費
295千円

その他の活動による支出
2,770千円

人件費支出
357,915千円

事業費支出
53,841千円

事務費支出
50,773千円

就労支援事業支出
11,000千円

貸付事業等支出
3,000千円

助成金支出
4,844千円

負担金・
その他の支出
60千円

固定資産
取得支出
1,600千円

拠点区分間・
サービス区分間繰入金支出
29,658千円

基金積立資産・
積立資産支出
34千円

ファイナンス・
リース債務の
返済支出
872千円
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具
体
的
な
事
業

１　
「
つ
な
が
り
」
を
大
切
に
す
る
地
域
福
祉
活
動
の
推
進

　

○　

安
心
生
活
創
造
推
進
事
業

　
　
　

【
江
田
島
市
買
物
支
援
事
業
「
Ｇ
Ｏ
！
Ｇ
Ｏ
！
え
た
じ
マ
ー
ト
」
】

　
　
　

【
え
た
じ
ま
見
守
り
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
】

　

○　

え
が
お
え
た
じ
ま
応
援
セ
ン
タ
ー

　

○　

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業

　

○　

し
お
か
ぜ
ネ
ッ
ト

　

○　

被
災
者
生
活
サ
ポ
ー
ト
ボ
ラ
ネ
ッ
ト
事
業　

　

○　

被
災
者
見
守
り
・
相
談
支
援
事
業
（
※
市
委
託
事
業
）

　

〇　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ブ
ラ
ン
チ
事
業
（
市
委
託
事
業
）

　

○　

無
料
職
業
紹
介
事
業

２　
社
協
の
特
性
を
生
か
し
た
利
用
者
本
位
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

　

○　

高
齢
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
　
　

・
居
宅
介
護
支
援
事
業

　
　
　

・
訪
問
介
護
事
業

　
　
　

・
通
所
介
護
事
業

　
　
　

・
福
祉
用
具
貸
与
事
業
・
特
定
福
祉
用
具
販
売
事
業

　

○　

障
が
い
者
支
援
事
業

　
　
　

・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
「
あ
お
ぞ
ら
」

　
　
　
　

（
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
・
就
労
移
行
支
援
【
あ
お
ぞ
ら
】

　
　
　

・
生
活
介
護
【
ゆ
う
ゆ
う
】
）

　
　
　

・
障
が
い
者
居
宅
介
護
事
業

　

〇　

江
田
島
市
老
人
施
設
等
連
絡
会
の
事
務
局
と
し
て
の
機
能
強
化

３　
福
祉
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
総
合
的
な
支
援
体
制
の
充
実

　

○　

心
配
ご
と
相
談
事
業

　

○　

障
が
い
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
（
サ
ー
ビ
ス
利
用
計
画
の
作
成
含
む
）

　

○　

権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
事
業
（
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
え
た
じ
ま
）

　

○　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
「
か
け
は
し
」

　

○　

法
人
に
よ
る
成
年
後
見
の
受
任

　

○　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
の
総
合
相
談
事
業
（
く
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
え
た
じ

ま
）

４　
法
令
を
遵
守
し
効
率
の
よ
い
自
立
し
た
経
営
を
目
指
す

　

○　

事
務
局
体
制
・
各
事
業
の
効
率
的
な
運
営
を
推
進

　

○　

人
材
育
成
に
よ
る
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
実
現

　

○　

社
会
福
祉
法
改
正
に
伴
う
法
人
組
織
の
見
直
し

　

○　

地
域
福
祉
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
先
駆
的
な
取
り
組
み
へ
の
た
ゆ
み
な
い
努
力

　

○　

広
報
誌
等
に
よ
り
社
協
事
業
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
積
極
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
住
民

に
広
く
情
報
開
示
を
行
う

　

〇　

災
害
時
緊
急
時
に
備
え
た
職
員
の
配
置
体
制
や
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の
整
備

５　
社
協
事
業
を
広
く
周
知
し
住
民
の
賛
同
を
得
る
活
動
の
推
進

　

○　

貸
付
事
業
の
実
施

　

○　

共
同
募
金
活
動

　

○　

福
祉
人
材
育
成
の
た
め
の
教
育
実
習
生
の
受
入
れ

　

〇　

日
本
赤
十
字
社
広
島
支
部
（
江
田
島
市
地
区
）
団
体
事
務

　

○　

そ
の
他
福
祉
を
目
的
と
す
る
事
業
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